
吉川美穂　国宝 初音蒔絵書棚 二基・胡蝶蒔絵書棚 一基の修理について

図1	 初音書棚Ａ	棚板の亀裂　修理前

図3	 初音書棚A	木地構造の亀裂　修理前

図5	 初音書棚B	高蒔絵周囲の汚れ　修理前

図7	 初音書棚Ｂ	左二段目の棚板の亀裂　修理前

図2	 初音書棚Ａ	棚板の亀裂　修理後

図4	 初音書棚A	木地構造の亀裂　修理後

図6	 初音書棚B	高蒔絵周囲の汚れ　修理後

図8	 初音書棚Ｂ	左二段目の棚板の亀裂　修理後



吉川美穂　国宝 初音蒔絵書棚 二基・胡蝶蒔絵書棚 一基の修理について

図9	 初音書棚B	木地構造の亀裂と隅金具の浮き
	 修理前

図11	 胡蝶書棚	右一段目の棚板	
	 亀裂と塗膜剥離　修理前

図13	 胡蝶書棚	右一段目の棚板裏	
	 亀裂と塗膜剥離　修理前

図15	 胡蝶書棚	地袋天板	正面左接合部の亀裂
	 修理前

図10	 初音書棚B	木地構造の亀裂と隅金具の浮き
	 修理後

図12	 胡蝶書棚	右一段目の棚板	
	 亀裂と塗膜剥離　修理後

図14	 胡蝶書棚	右一段目の棚板裏	
	 亀裂と塗膜剥離　修理後

図16	 胡蝶書棚	地袋天板	正面左接合部の亀裂
	 修理後

吉川美穂　国宝 初音蒔絵書棚 二基・胡蝶蒔絵書棚 一基の修理について

図17	 胡蝶書棚	木地構造の亀裂と隅金具の浮き
	 修理前

図19	 胡蝶書棚	天板と支柱の接合部　修理前

図21	 初音書棚Ｂ	塗膜片	表

図24	 塗膜片	裏	刻苧彫り部分
	 拡大②　	繊維が見える

図18	 胡蝶書棚	木地構造の亀裂と隅金具の浮き
	 修理後

図20	 胡蝶書棚	天板と支柱の接合部　修理後

図23	 塗膜片	表	部分拡大① 図22	 初音書棚Ｂ	塗膜片	裏

図26	 塗膜片	裏	部分拡大④	
	 布貼りが見える

図25	 塗膜片	裏	部分拡大③	
	 黒色の塊が見える
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吉川美穂　国宝 初音蒔絵書棚 二基・胡蝶蒔絵書棚 一基の修理について

図32	 左二段目棚板 図30	 天板中央手前
	 銀の桜花がとれた箇所

図27	 初音書棚Ａ	底裏
	 修理前

図28	 初音書棚B	底裏
	 修理前

図29	 胡蝶書棚	底裏
	 修理前

図31	 左一段目棚板
	 端喰の補修箇所
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に
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基
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調
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よ
る
新
知
見

　

お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
国
宝
「
婚
礼
調
度
類（
徳
川
光
友
夫
人
千
代
姫
所
用
）」
計

七
十
件
の
う
ち
、「
初
音
国
絵
見
台
」
二
基
と
「
初
音
国
絵
旅
香
具
箱
」
一
式
、「
初
音

国
絵
書
国
」
二
基
、「
胡
蝶
国
絵
書
国
」
一
基
の
計
六
件
の
修
理
施
工
を
、
平
成

二
十
九
年
度（
二
〇
一
七
）か
ら
令
和
四
年
度（
二
〇
二
二
）ま
で
六
か
年
度
に
わ
た
り
、
国

と
愛
知
県
よ
り
の
補
助
金
に
加
え
、
住
友
財
団
の
「
文
化
財
助
成
・
修
復
事
業
助
成
」

の
補
助
を
受
け
て
実
施
し
た
。
六
件
の
う
ち
、「
初
音
国
絵
見
台
」
二
基
と
「
初
音
国

絵
旅
香
具
箱
」
一
式
は
、
目
白
漆
芸
文
化
財
研
究
所
で
行
い
、
令
和
二
年
三
月
に
修
理

が
完
了
し
た
。
残
る
三
件
の
「
初
音
国
絵
書
国
」
二
基
・「
胡
蝶
国
絵
書
国
」
一
基
は
、

大
西
漆
芸
修
復
ス
タ
ジ
オ（
代
表　

大
西
智
洋
氏　

於
：
九
州
国
立
博
物
館
内
文
化
財
保
存
修

復
施
設
6 

漆
工
室
お
よ
び
修
復
施
設
4
）で
行
い
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
に
着
工
、
令

和
五
年
三
月
に
完
了
し
た
。
本
稿
で
は
、「
初
音
国
絵
書
国
」 

二
基
・「
胡
蝶
国
絵
書
国
」

一
基
の
修
理
に
つ
い
て
、
同
ス
タ
ジ
オ
に
よ
る
詳
細
な
修
理
報
告
書
に
基
づ
き
、
以
下

に
報
告
す
る
。

一　

書
棚
三
基
の
概
要
と
修
理
前
の
状
況

国
宝
「
婚
礼
調
度
類（
徳
川
光
友
夫
人
千
代
姫
所
用
）」
計
七
十
件
は
、
寛
永
十
六
年

（
一
六
三
九
）三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
長
女
千
代
姫（
一
六
三
七
〜
九
八
）が
尾
張
徳
川
家
初

（
1
）

〔
修
理
報
告
〕

国
宝 

初
音
蒔
絵
書
棚 

二
基
・
胡
蝶
蒔
絵
書
棚 

一
基
の
修
理
に
つ
い
て

吉
　
川
　
美
　
穂
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国
絵
書
国

国一
基
の
修
理
に
つ
い
て

八
六

代
義
直
の
嫡
子
光
義（
一
六
二
五
〜
一
七
〇
〇　

の
ち
光
友
、
尾
張
徳
川
家
二
代
）に
嫁
い
だ

際
の
婚
礼
調
度
で
、「
初
音
の
調
度
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。「
婚
礼
調
度
類
」
の

内
訳
は
、『
源
氏
物
語
』
第
二
十
三
帖
「
初
音
」
に
題
材
を
と
り
、
六
条
院
の
正
月
の

情
景
を
あ
ら
わ
し
た
な
か
に
「
年
月
を
ま
つ
に
ひ
か
れ
て
ふ
る
人
に 

け
ふ
鶯
の
初
音

き
か
せ
よ
」
の
和
歌
を
葦
手
で
散
ら
し
た
「
初
音
国
絵
調
度
」
四
十
七
件
、
同
じ
く
第

二
十
四
帖
「
胡
蝶
」
に
基
づ
き
六
条
院
の
春
の
船
楽
を
あ
ら
わ
し
た
「
胡
蝶
国
絵
調

度
」
十
件
、
そ
の
他
の
意
匠
の
国
絵
調
度
や
染
織
品
、
刀
剣
等
十
三
件
の
計
七
十
件
で
、

平
成
八
年
に
一
括
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
「
初
音
国
絵
調
度
」
お
よ
び

「
胡
蝶
国
絵
調
度
」
な
ど
の
国
絵
調
度
は
、
室
町
幕
府
か
ら
江
戸
幕
府
に
至
る
ま
で
、

時
の
政
権
に
国
絵
師
と
し
て
仕
え
た
幸
阿
弥
家
の
十
代
長
重（
一
五
九
九
〜
一
六
五
一
）が

手
が
け
た
こ
と
が
史
料
か
ら
判
明
し
て
い
る
。
精
緻
な
文
学
的
意
匠
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
総
体
梨
子
地
仕
上
げ
で
、
高
度
な
技
術
を
要
す
る
高
国
絵
や
研
出
国
絵
に
平
国

絵
・
切
金
・
付
描
な
ど
様
々
な
国
絵
技
法
が
駆
使
さ
れ
て
お
り
、
漆
工
史
上
、
最
高
峰

の
国
絵
技
術
を
示
す
名
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

寛
永
十
六
年
に
千
代
姫
が
数
え
三
歳
で
持
参
し
た
婚
礼
調
度
は
、
千
代
姫
の
生
前
か

ら
、
初
音
の
輿
・
挟
箱
な
ど
が
高
須
松
平
家
に
分
譲
さ
れ
、
元
禄
十
一
年（
一
六
九
八
）

十
二
月
十
日
に
千
代
姫
が
六
十
二
歳
で
逝
去
し
た
際
に
も
、
遺
品
の
一
部
が
将
軍
家
や

尾
張
徳
川
家
を
は
じ
め
と
す
る
親
族
に
贈
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
他
は
「
霊
仙
院
様

御
道
具
」
と
し
て
十
釣（
棹
）の
長
持
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
、
江
戸
か
ら
国
許
の
尾
張
に

移
送
さ
れ
た
。
翌
十
二
年
五
月
十
七
日
に
名
古
屋
に
到
着
し
た
遺
品
は
、
間
も
な
く
名

古
屋
城
内
と
尾
張
徳
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
建
中
寺（
現
・
名
古
屋
市
東
区
）の
宝
蔵
に
納

め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
建
中
寺
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
た
遺
品
は
、
同
十
四
年

六
月
二
十
九
日
の
奥
書
が
あ
る
『
霊
仙
院
様
御
道
具
目
録
』（
徳
川
美
術
館
蔵
）お
よ
び
江

戸
時
代
中
期
の
『
建
中
寺
霊
仙
院
道
具
目
録
』（
徳
川
美
術
館
蔵
）か
ら
七
十
件
あ
ま
り
の

品
目
が
判
明
す
る
。
こ
れ
ら
は
明
治
六
年（
一
八
七
三
）に
、建
中
寺
か
ら
尾
張
徳
川
家
に

返
還
さ
れ
、
両
目
録
に
記
載
さ
れ
た
品
々
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
国
宝
「
婚
礼
調
度
類
」
と

し
て
徳
川
美
術
館
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

千
代
姫
の
死
後
か
ら
明
治
時
代
初
期
ま
で
厳
格
に
保
管
さ
れ
た
「
初
音
国
絵
調
度
」

「
胡
蝶
国
絵
調
度
」
な
ど
の
国
絵
の
漆
工
品
は
、
今
も
な
お
漆
特
有
の
艶
や
か
な
器
面

の
美
し
さ
が
あ
り
、
同
時
代
の
伝
存
の
漆
工
品
と
比
較
し
て
も
、
格
段
に
良
好
な
保
存

状
態
を
保
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
子
細
に
見
る
と
、
千
代
姫
在
世
時
の

使
用
痕
と
思
わ
れ
る
箇
所
や
、
江
戸
時
代
も
し
く
は
近
代
と
み
ら
れ
る
修
理
箇
所
が
あ

る
。
四
百
年
近
く
歳
月
を
経
た
こ
と
に
よ
る
漆
塗
膜
の
劣
化
や
汚
れ
、
さ
ら
に
は
木
地

収
縮
に
伴
っ
て
構
造
に
弛
み
が
生
じ
、
亀
裂
や
周
辺
塗
膜
の
剥
離
・
剥
落
が
生
じ
て
い

る
箇
所
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、「
初
音
国
絵
書
国
」
二
基
・「
胡
蝶
国
絵
書
国
」
一
基

は
、
漆
の
塗
膜
の
劣
化
や
、
木
地
の
収
縮
に
よ
っ
て
亀
裂
や
段
差
が
生
じ
、
塗
膜
が
剥

離
す
る
な
ど
危
険
な
状
態
に
あ
り
、
早
急
に
修
理
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
作
品
の
概
要
と
修
理
前
の
状
況
を
、
書
国
ご
と
に
述
べ
て
お
く
。

な
お
、「
初
音
国
絵
書
国
」
二
件
は
同
名
で
、
国
囲
い
の
意
匠
の
違
い
に
よ
り
、「
七
宝

繋
」「
龍り

ん

膽ど
う

七
宝
繋
」
と
区
別
で
き
る
も
の
の
、
表
記
が
煩
雑
と
な
る
た
め
、
胡
蝶
国

絵
書
国
も
含
め
、
後
述
の
と
お
り
略
称
を
用
い
た
。

1
、
初
音
蒔
絵
書
棚（
七
宝
繋
）　

一
基（
以
下
、「
初
音
書
国
Ａ
」
と
略
称
す
る
。
挿
図
1
）

作
品
の
概
要

　

所
蔵
番
号　

初
音
調
度
56

　

法
量　
　
　

高
一
一
〇
・
九
糎　

幅
九
二
・
二
糎　

奥
行
四
六
・
一
糎

天
板
が
あ
り
、
向
か
っ
て
左
に
国
板
二
枚（
上
段
・
下
段
）、
右
に
国
板
一
枚（
中
段
）、

下
部
に
地
袋
を
設
け
て
、
引
き
戸
の
扉
二
枚
が
付
く
。
国
板
に
は
そ
れ
ぞ
れ
七
宝
繋
を

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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基
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理
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い
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八
七

あ
ら
わ
し
た
囲
い
が
付
く
。
柱
は
花
菱
七
宝
繋
文
に
葵
紋
を
国
絵
で
あ
ら
わ
す
。
波
に

梅
の
折
枝
、
葵
紋
を
置
い
た
銀
製
の
隅
金
具
が
付
く（
挿
図
18
）。
天
板
に
は
簀す

の

子こ

に
髭ひ

げ

籠こ

と
結
び
文
を
付
け
た
鶯
と
松
の
作
り
物
を
置
い
た
春
の
御
殿
と
、
松
が
生
え
、
梅
の

花
が
咲
く
池
苑
を
国
絵
で
あ
ら
わ
し
、
明
石
の
君
が
詠
ん
だ
和
歌
の
う
ち
「
と
し
・

月
・
を
・
に
・
ひ
・
か
れ
・
て
」
の
葦
手
文
字
を
散
ら
す
。
国
板
中
段
に
は
、
室
内
に

火
取
香
炉
、
茵し

と
ねに

琴
を
置
い
た
明
石
の
君
の
冬
の
御
殿
を
あ
ら
わ
し
た
な
か
に
「
ふ

る
・
人
・
に
」、
上
段
に
は
松
に
鶯
、
池
苑
を
あ
ら
わ
し
た
な
か
に
「
け
・
ふ
・
乃
」、

下
段
に
は
池
苑
の
な
か
に
「
初
音
・
き
か
・
せ
よ
」
の
葦
手
文
字
を
散
ら
し
て
、
和
歌

一
首
を
あ
ら
わ
す
。
地
袋
天
板
に
は
天
板
と
同
じ
春
の
御
殿
を
再
び
あ
ら
わ
し「
年
月
・

を
・
に
」、
地
袋
は
池
苑
を
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う
に
連
続
さ
せ
た
な
か
に
、
時
計
回
り
で

扉
に
「
ひ
・
か
・
れ
・
て
・
ふ
る
・
人
・
に
」、
左
側
面
に
「
け
ふ
・
の
」、
背
面
に
「
初

音
・
き
」、
右
側
面
に
「
か
・
せ
よ
」
と
葦
手
文
字
を
散
ら
す
。
ま
た
各
面
に
葵
紋
を

数
個
ず
つ
置
く
。

修
理
前
の
状
況

・
汚
れ

　

地
袋
内
や
国
板
な
ど
全
体
に
汚
れ
が
付
着
し
て
い
た
。

・
木
地
構
造
の
弛
み
、
亀
裂

経
年
の
木
地
収
縮
に
伴
い
、
木
地
接
合
部
か
ら
弛
み
が
生
じ
各
所
に
亀
裂
が
生
じ

て
い
た
。
そ
の
結
果
、
構
造
上
不
安
定
な
状
態
と
な
り
、
亀
裂
、
周
辺
塗
膜
の
剥

離
・
剥
落
が
生
じ
て
い
た
。
特
に
、
国
板
上
段（
図
1
）
と
地
袋
内
の
敷
居
か
ら

框か
ま
ち
ざ座

・
脚
周
り
に
か
け
て
の
木
地
構
造
に
大
き
な
損
傷
が
見
ら
れ
た（
図
3
）。
敷
居

が
ず
れ
た
こ
と
で
、
地
袋
の
扉
が
完
全
に
閉
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

・
塗
膜
剥
離

　

亀
裂
箇
所
や
打
損
箇
所
の
周
辺
塗
膜
で
、
剥
離
・
剥
落
が
生
じ
て
い
た
。

・
欠
損

　

打
損
や
木
地
接
合
部
の
弛
み
に
伴
い
、
欠
損
が
見
ら
れ
た
。

・
擦
れ

　

扉
や
敷
居
で
擦
れ
が
見
ら
れ
、
下
地
が
露
出
し
て
い
た
。

・
隅
金
具
の
浮
き

木
地
収
縮
に
伴
い
、
地
袋
正
面
の
隅
金
具
の
先
が
接
地
面
か
ら
わ
ず
か
に
離
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
。

・
収
納
箱

　

書
国
を
納
め
る
外
箱
の
内
貼
紙
が
剥
が
れ
て
い
た
。

挿図1　初音書棚A



国
宝

国初
音
国
絵
書
国

国二
基
・
胡
蝶
国
絵
書
国

国一
基
の
修
理
に
つ
い
て

八
八

2
、
初
音
蒔
絵
書
棚（
龍
膽
七
宝
繋
）　
一
基（
以
下
、「
初
音
書
国
Ｂ
」
と
略
称
す
る
。
挿
図
2
）

作
品
の
概
要

　

所
蔵
番
号　

初
音
調
度
58

　

法
量　
　
　

高
一
一
一
・
五
糎　

幅
九
二
・
三
糎　

奥
行
四
六
・
二
糎

初
音
書
国
Ａ
と
同
様
、
天
板
が
あ
り
、
左
に
国
板
二
枚（
上
段
・
下
段
）、
右
に
国
板

一
枚（
中
段
）、
下
部
に
地
袋
を
設
け
て
、
引
き
戸
の
扉
二
枚
が
付
く
形
式
で
、
隅
金
具

は
材
質
・
意
匠
と
も
に
同
じ（
挿
図
19
）だ
が
、
国
板
の
囲
い
は
龍
膽
七
宝
繋
の
意
匠
で

あ
る
。
柱
は
花
菱
七
宝
繋
文
を
国
絵
で
あ
ら
わ
す
が
、
初
音
書
国
Ａ
と
異
な
り
、
葵
紋

は
付
か
な
い
。
天
板
に
春
の
御
殿
、
国
板
中
段
に
冬
の
御
殿
、
地
袋
天
板
に
春
の
御

殿
、
地
袋
左
側
面
に
冬
の
御
殿
を
あ
ら
わ
し
、「
年
月
の
…
」
の
和
歌
の
葦
手
文
字
を

二
回
繰
り
返
し
て
散
ら
す
。
ま
た
各
面
に
葵
紋
を
数
個
ず
つ
置
く
。
書
国
三
基
の
う

ち
、
初
音
書
国
Ｂ
だ
け
に
、
梅
の
花
の
表
現
に
珊
瑚
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
葦

手
文
字
も
磨
き
上
げ
ら
れ
た
よ
う
で
、
ひ
と
き
わ
輝
い
て
い
る
。

修
理
前
の
状
況

・
汚
れ全

体
に
汚
れ
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
高
国
絵
の
周
囲
に
汚
れ
が
付
着
し
て
い
た
。

こ
れ
は
一
基
目
の
初
音
書
国
Ａ
の
修
理
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
汚
れ
で
あ
る（
図
5
）。

・
漆
塗
膜
の
劣
化

部
分
的
に
梨
子
地
漆
塗
膜
の
劣
化
が
進
行
し
、
艶
が
失
わ
れ
て
い
た
。

・
木
地
構
造
の
弛
み
、
亀
裂

経
年
の
木
地
収
縮
に
伴
い
、
木
地
接
合
部
か
ら
弛
み
が
生
じ
各
所
に
亀
裂
が
生
じ

て
い
た
。
そ
の
結
果
、
構
造
上
不
安
定
な
状
態
と
な
り
、
周
辺
塗
膜
の
剥
離
・
剥
落

が
生
じ
て
い
た
。
特
に
、
国
板
下
段（
図
7
）と
地
袋
の
敷
居
か
ら
框
座
・
脚
周
り
に

か
け
て
の
木
地
構
造（
図
9
）に
大
き
な
損
傷
が
見
ら
れ
た
。
地
袋
内
か
ら
観
察
を
す

る
と
背
板
に
も
亀
裂
が
生
じ
、
表
面
ま
で
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

・
塗
膜
剥
離

亀
裂
箇
所
や
打
損
箇
所
の
周
辺
塗
膜
で
、
剥
離
・
剥
落
が
生
じ
て
い
た
。

・
欠
損

　

打
損
や
木
地
接
合
部
の
弛
み
に
伴
い
、
欠
損
が
見
ら
れ
た
。

・
扉
の
擦
れ
、
割
れ

扉
と
敷
居
で
擦
れ
が
見
ら
れ
、
下
地
が
露
出
し
て
い
た
。
ま
た
、
扉
に
反
り
が
生

じ
、
割
損
が
見
ら
れ
た
。
敷
居
で
目
違
い
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
扉
を
完
全
に

閉
め
る
の
が
困
難
で
あ
っ
た
。

・
隅
金
具
の
浮
き

木
地
収
縮
に
伴
い
、
正
面
左
下
の
隅
金
具
の
先
が
接
地
面
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て

挿図2　初音書棚B



国
宝

国初
音
国
絵
書
国

国二
基
・
胡
蝶
国
絵
書
国

国一
基
の
修
理
に
つ
い
て

八
九

い
た（
図
9
）。

木
地
の
亀
裂
箇
所
周
辺
の
塗
膜
が
剥
落
し
、
隅
金
具
の
裏
で
留
ま
っ
て
い
た
。

・
外
箱国

を
納
め
る
外
箱
の
扉
で
、
木
地
の
接
合
部
に
隙
間
が
生
じ
て
い
た
。

3
、
胡
蝶
蒔
絵
書
棚　

一
基（
以
下
、「
胡
蝶
書
国
」
と
略
称
す
る
。
挿
図
3
）

作
品
の
概
要

　

所
蔵
番
号　

初
音
調
度
57

　

法
量　
　
　

高
一
一
一
・
二
糎　

幅
九
一
・
二
糎　

奥
行
四
五
・
五
糎

初
音
書
国
Ａ
・
Ｂ
と
同
様
、
天
板
が
あ
り
、
左
に
国
板
二
枚（
上
段
・
下
段
）、
右
に
国

板
一
枚（
中
段
）、
下
部
に
地
袋
を
設
け
て
、
引
き
戸
の
扉
二
枚
が
付
く
形
式
で
あ
る
。
柱

は
七
宝
繋
文
が
国
絵
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
が
、
初
音
書
国
Ａ
と
異
な
り
、
葵
紋
は
付
か
な

挿図3　胡蝶書棚

い
。
隅
金
具
は
銀
製
で
、
波
に
桜
の
折
枝
を
あ
ら
わ
し
、
葵
紋
が
付
く（
挿
図
20
）。
国
囲

い
は
透
か
し
の
部
分
が
大
き
い
七
宝
繋
の
意
匠
で
あ
る
。
春
爛
漫
、
桜
・
山
吹
が
咲
き
、

水
鳥
が
遊
ぶ
池
苑
を
国
絵
で
あ
ら
わ
し
、
天
板
や
各
国
板
、
地
袋
の
天
板
と
扉
・
三
側

面
の
す
べ
て
の
器
面
に
龍
頭
鷁
首
の
船
を
配
し
て
、
六
条
院
の
船
楽
を
あ
ら
わ
す
。

修
理
前
の
状
況

・
汚
れ全

体
に
汚
れ
が
付
着
し
て
い
た
。

・
漆
塗
膜
の
劣
化

部
分
的
に
梨
子
地
漆
塗
膜
の
劣
化
が
進
行
し
、
艶
が
失
わ
れ
て
い
た
。

・
木
地
構
造
の
弛
み
、
亀
裂

経
年
の
木
地
収
縮
に
伴
い
、
木
地
接
合
部
か
ら
弛
み
が
生
じ
各
所
に
亀
裂
が
生
じ

て
い
た
。
そ
の
結
果
、
構
造
上
不
安
定
な
状
態
と
な
り
、
周
辺
塗
膜
の
剥
離
・
剥
落

が
生
じ
て
い
た
。
特
に
、
国
板
中
段（
図
11
・
13
）・
国
板
下
段
、
柱
の
付
け
根
周
り
や

囲
い
と
の
接
合
部（
図
15
）、
地
袋
の
敷
居
か
ら
框
座
、
脚
周
り
の
木
地
構
造
に
大
き
な

損
傷
が
見
ら
れ
た（
図
17
）。
天
板
と
支
柱
の
接
合
部
が
外
れ
た
状
態
で
あ
っ
た（
図
19
）。

・
塗
膜
剥
離

亀
裂
箇
所
や
打
損
箇
所
の
周
辺
塗
膜
で
、
剥
離
・
剥
落
が
生
じ
て
い
た（
図
11
・

13
）。
地
袋
の
扉
で
も
亀
裂
や
塗
膜
剥
離
が
多
く
見
ら
れ
た
。

・
欠
損打

損
や
木
地
接
合
部
の
弛
み
に
伴
い
、
欠
損
が
見
ら
れ
た
。

・
隅
金
具
の
浮
き

木
地
収
縮
に
伴
い
、
正
面
左
下
の
隅
金
具
の
先
が
接
地
面
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て

い
た（
図
17
）。



国
宝

国初
音
国
絵
書
国

国二
基
・
胡
蝶
国
絵
書
国

国一
基
の
修
理
に
つ
い
て

九
〇

・
そ
の
他

金
貝
の
欠
失
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
過
去
の
修
理
で
金
貝
が
復
元
さ
れ
て
い
る
箇

所
や
国
板
上
段
、
地
袋
内
に
亀
裂
箇
所
の
補
修
が
確
認
さ
れ
た
。

・
外
箱国

を
納
め
る
外
箱
の
扉
で
、
木
地
の
接
合
部
に
隙
間
が
生
じ
て
い
た
。

書
棚
三
基
の
所
見

書
国
三
基
は
、
い
ず
れ
も
天
板
、
国
板
三
枚
が
付
き
、
下
部
に
引
き
戸
扉
二
枚
が
付

い
た
地
袋
が
設
け
ら
れ
、
底
部
に
は
畳
擦
が
付
く
形
態
で
あ
る
。
現
状
で
の
各
部
材
の

寸
法
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
と
い
え
る（
表
1
）。
製
作
時
期
と
伝
来
を
同
じ
く
す
る
が
、
損

傷
の
程
度
に
は
違
い
が
あ
っ
た
。
汚
れ
や
擦
れ
・
欠
損
、
木
地
収
縮
に
伴
う
木
地
構
造

の
弛
み
や
隅
金
具
の
浮
き
、
塗
膜
剥
離
が
共
通
し
て
見
ら
れ
た
一
方
で
、
損
傷
や
汚
れ

は
一
様
で
は
な
く
、
初
音
書
国
Ａ
・
初
音
書
国
Ｂ
・
胡
蝶
書
国
の
順
で
、
損
傷
の
数
が

多
く
な
り
、
ま
た
損
傷
程
度
に
も
大
き
な
差
が
確
認
さ
れ
た
。

と
り
わ
け
初
音
書
国
Ｂ
は
、
近
代
以
降
の
意
図
的
な
古
色
付
け
と
考
え
ら
れ
る
灰
色

の
汚
れ
が
全
体
に
付
着
し
、
特
に
高
国
絵
や
珊
瑚
の
周
辺
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
ま
た
胡

蝶
書
国
は
、
国
板
の
亀
裂
と
端は

し

嵌ば
め

か
ら
の
亀
裂
が
多
数
あ
り
、
絵
柄
に
か
か
る
箇
所
の

塗
膜
の
剥
離
が
著
し
か
っ
た
。
さ
ら
に
過
去
に
修
理
さ
れ
た
箇
所
の
漆
の
色
味
の
違
い

が
目
立
ち
、
美
観
を
損
ね
て
い
た
。

二　

修
理
方
針

①
事
前
調
査

指
定
文
化
財
漆
工
芸
品
保
存
修
理
の
理
念
に
則
り
、
文
化
庁
の
指
導
の
も
と
、
現
状

保
存
修
理
を
原
則
と
し
た
。
修
理
に
際
し
て
は
、
目
視
に
よ
る
観
察
や
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
・
透

過
線
撮
影
な
ど
充
分
に
事
前
調
査
を
行
い
、
傷
み
の
現
状
を
確
認
し
た
。

②
修
理
工
程
の
決
定

修
理
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た
修
理
方
針
検
討
会
で
は
、
文
化
庁
・
多
比
羅
菜
美
子

氏
、
目
白
漆
芸
文
化
財
研
究
所
・
室
瀬
和
美
氏（
重
要
無
形
文
化
財
「
国
絵
」
保
持
者
）・

室
瀬
智
弥
氏
、
漆
芸
家
・
松
本
達
弥
氏
、
北
村
工
房
・
北
村
繁
氏
、
九
州
国
立
博
物

館
・
川
畑
憲
子
氏
、
徳
川
美
術
館
・
四
辻
秀
紀
が
参
加
し
、
書
国
三
基
と
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
・

透
過
Ｘ
線
画
像
の
確
認
を
行
っ
た
。

ま
た
、
大
西
漆
芸
修
復
ス
タ
ジ
オ
が
所
在
す
る
九
州
国
立
博
物
館
内
の
文
化
財
保
存

修
復
施
設
6（
漆
工
室
）に
は
、
書
国
が
入
る
大
き
さ
の
漆
風
呂
が
な
か
っ
た
た
め
、
大

型
の
漆
風
呂
が
新
設
さ
れ
た
。
書
国
三
基
は
、
そ
れ
ぞ
れ
損
傷
程
度
が
異
な
る
た
め
、

損
傷
が
比
較
的
軽
微
な
初
音
書
国
Ａ
か
ら
、
初
音
書
国
Ｂ
、
胡
蝶
書
国
の
順
で
一
基
ず

つ
修
理
す
る
こ
と
と
し
、
最
終
的
に
三
基
の
仕
上
が
り
を
合
わ
せ
る
た
め
の
調
整
期
間

を
設
け
た
。
一
基
ず
つ
修
理
す
る
際
、
残
り
の
二
基
は
九
州
国
立
博
物
館
内
の
収
蔵
庫

内
で
適
切
に
保
管
し
た
。
最
終
年
度
は
三
基
の
調
整
の
た
め
、
こ
れ
ら
を
並
べ
て
修
理

が
行
う
こ
と
の
で
き
る
広
い
修
復
施
設
4
へ
と
場
所
を
移
し
た
。

③
情
報
共
有

先
述
し
た
よ
う
に
、
目
白
漆
芸
文
化
財
研
究
所
と
大
西
漆
芸
修
復
ス
タ
ジ
オ
と
で
平

行
し
て
修
理
作
業
を
進
め
た
た
め
、
旅
香
具
箱
と
見
台
二
基
の
修
理
を
施
工
し
た
目
白

漆
芸
文
化
財
研
究
所
と
作
業
工
程
や
材
料
等
の
情
報
共
有
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
修
理
方

針
の
確
認
や
そ
の
他
の
調
度
品
と
の
仕
上
が
り
を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
室
瀬
和
美
氏
を

作
業
監
督
者
と
し
て
選
任
し
た
。
書
国
が
大
型
の
た
め
、
要
所
で
松
本
達
弥
氏
と
目
白

漆
芸
文
化
財
研
究
所
・
鷺
野
谷
一
平
氏
が
作
業
を
補
助
し
た
。
修
理
中
に
発
生
す
る
問

題
や
新
し
い
事
態
が
発
生
し
、
修
理
方
針
を
変
更
す
る
際
に
は
、
文
化
庁
・
大
西
漆
芸



国
宝

国初
音
国
絵
書
国

国二
基
・
胡
蝶
国
絵
書
国

国一
基
の
修
理
に
つ
い
て

九
一

計測箇所 初音書棚Ａ 初音書棚Ｂ 胡蝶書棚
総高 1109 1115 1112
棚板上段高 881 888 881
棚板中段高 685 690 683
棚板下段高 541 544 540
地袋天板高 344 346 343
地袋底板高 70 70 70
天板幅（隅金具） 920 921 921
天板幅（木地） 916 917 916
天板奥（隅金具） 461 461 461
天板奥（木地） 456 456 456
天板厚（木地） 17 19 19
棚板上段幅（隅金具） 485 488 485
棚板上段幅（木地） 481 484 480
棚板上段奥（隅金具） 460 457 461
棚板上段奥（木地） 456 453 456
棚板上段厚 16 16 16
棚板中段幅（隅金具） 485 484 489
棚板中段幅（木地） 481 480 485
棚板中段奥（隅金具） 461 461 458
棚板中段奥（木地） 456 456 453
棚板中段厚 16 16 16
棚板下段幅（隅金具） 484 484 488
棚板下段幅（木地） 480 480 484
棚板下段奥（隅金具） 460 461 458
棚板下段奥（木地） 456 457 453
棚板下段厚 16 16 16
地袋天板幅（隅金具） 919 920 921
地袋天板幅（木地） 915 916 916
地袋天板奥（隅金具） 460 461 460
地袋天板奥（木地） 456 457 456
地袋天板厚 17 17 17
地袋底板幅（隅金具） 922 922 922
地袋底板幅（木地） 917 917 917
地袋底板奥（隅金具） 461 461 461
地袋底板奥（木地） 456 456 456
地袋底板厚 17 17 17
畳擦幅（隅金具） 928 929 928
畳擦幅（木地） 923 923 923
畳擦奥（隅金具） 466 469 467
畳擦奥（木地） 461 464 461
畳擦厚 20 20 20.5
支柱幅 24.5 25.5 26
支柱奥 24.5 25.5 26
支柱高（天板－棚板上段） 211 214 211

表1　法量比較 （単位は㎜）



国
宝

国初
音
国
絵
書
国

国二
基
・
胡
蝶
国
絵
書
国

国一
基
の
修
理
に
つ
い
て

九
二

修
復
ス
タ
ジ
オ
・
徳
川
美
術
館
の
三
者
に
加
え
、
室
瀬
・
松
本
両
氏
と
十
分
に
協
議
し

な
が
ら
対
応
し
た
。

④
修
理
報
告
書
の
作
成

施
工
の
際
に
は
、
写
真
撮
影
を
伴
っ
た
修
理
の
記
録
を
取
り
、
修
理
後
と
比
較
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
修
理
終
了
後
に
は
報
告
書
を
作
成
し
、
徳
川
美
術
館
に
提
出
す
る
こ

と
と
し
た
。

三　

初
音
書
棚
Ａ
の
修
理

初
音
書
国
Ａ
の
保
存
修
理
は
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日
よ
り
同
三
十
一
年
三

月
二
十
二
日
ま
で
、
九
州
国
立
博
物
館
内
文
化
財
保
存
修
復
施
設
6（
漆
工
室
）に
お
い

て
行
わ
れ
た
。

修
理
工
程

修
理
作
業
は
以
下
の
工
程
で
行
っ
た
。

①
作
業
台
の
製
作

作
業
台
を
製
作
し
、
安
全
に
調
査
・
修
理
作
業
を
行
え
る
準
備
を
整
え
た
。

②
作
業
監
督
と
打
ち
合
わ
せ

修
理
方
針
検
討
会
で
は
、
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ（
挿
図
4
）・
透
過
Ｘ
線
調
査（
挿
図
5
）に
よ
る

事
前
調
査
で
判
明
し
た
内
容
と
現
状
の
作
品
を
見
比
べ
、
改
め
て
修
理
処
置
箇
所
と
処

置
内
容
を
検
討
し
た
。

③
修
理
前
写
真
撮
影
・
記
録

修
理
前
に
写
真
撮
影
を
行
い
、
現
状
を
記
録
し
た
。　

④
一
次
ク
リ
ー
ニ
ン
グ　

（
7
）

支柱高（棚板上段－棚板下段） 323 324 324
支柱高（棚板下段－地袋天板） 180 182 180
海老束（棚板上段－棚板中段） 180 181 180
海老束（棚板中段－棚板下段） 125 129 127
海老束（棚板下段－地袋天板） 180 180 181
支柱高（天板－棚板中段） 410 410 410
支柱高（棚板中段－地袋天板） 323 325 324
脚高（地袋底板－畳擦） 33 32 32
脚の幅・奥（畳擦面） 38×38 38×38 38×38
棚囲い高 （金具まで） 　　46 45 46

棚囲い厚
（本体）　　　7
（金具）　　　8 8 8

扉幅 435 434 433
扉高 257 258 253
扉厚 10 8 9
木地のやせ （畳擦正面）　　 1弱 （地袋底板）　　1.5 （棚板中段、下段、地袋底板）　2



国
宝

国初
音
国
絵
書
国

国二
基
・
胡
蝶
国
絵
書
国

国一
基
の
修
理
に
つ
い
て

九
三

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
で
は
、
漆
塗
膜
に
傷
が
入
ら
な
い
よ
う
に
柔
ら
か
い
毛
棒
で
塵

や
汚
れ
を
払
い
落
と
し
た（
挿
図
6
）。
漆
塗
膜
に
付
着
し
て
い
る
カ
ビ
汚
れ
は
、
柔
ら

か
い
木
綿
布
と
綿
棒
に
極
少
量
の
水
分
を
含
ま
せ
、
少
し
ず
つ
拭
き
と
り
な
が
ら
除
去

作
業
を
行
っ
た
。
表
面
の
白
色
化
し
た
カ
ビ
汚
れ
は
可
能
な
限
り
除
去
を
行
っ
た
が
、

挿図4　X線CT調査風景（九州国立博物館内）

挿図5　透過X線調査風景（九州国立博物館内） 

挿図6　クリーニング

挿図7　天板 梨子地部の漆固め

漆
塗
膜
上
に
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
経
年
の
汚
れ
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
要
以

上
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。
金
地
部
に
銀
の
銹
化（
錆
が
浸
食

し
た
状
態
）が
見
ら
れ
る
が
、
除
去
は
行
わ
ず
現
状
の
ま
ま
と
し
た
。

⑤
漆
固
め

梨
子
地
漆
塗
膜
は
、
経
年
の
劣
化
に
よ
り
本
来
の
艶
を
失
っ
て
い
る
状
態
に
あ
っ
た

た
め
、
漆
塗
膜
を
強
化
す
る
目
的
と
あ
わ
せ
て
、
透
漆
を
溶
剤
で
希
釈
し
て
塗
布
、
そ

の
後
拭
き
取
り
、
乾
燥
固
化
さ
せ
る
漆
固
め
を
行
っ
て
塗
膜
の
強
化
を
図
っ
た（
挿
図

7
）。
な
お
、
事
前
に
梨
子
地
漆
と
素
黒
目
漆
で
調
整
を
し
た
透
き
と
乾
燥
固
化
が
良

い
漆
を
調
整
し
、
目
立
た
な
い
箇
所
に
漆
固
め
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。
結
果
は
色
調

や
乾
燥
固
化
も
問
題
な
く
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
目
途
が
つ
き
次
第
、
漆
固
め
を
実
施
し

た
。

⑥
金
貝
の
膠
接
着

剥
離
し
た
金
貝
は
膠
で
接
着
を
行
っ
た
。

⑦
構
造
安
定
処
置

挿図8　木地構造接合部、亀裂箇所に麦漆含浸

挿図9　刻苧充填



国
宝

国初
音
国
絵
書
国

国二
基
・
胡
蝶
国
絵
書
国

国一
基
の
修
理
に
つ
い
て

九
四

木
地
構
造
接
合
部
か
ら
の
亀
裂
に
対
し
、
麦
漆
を
溶
剤
で
希
釈
し
て
含
浸
さ
せ
構
造

安
定
処
置
を
行
っ
た（
挿
図
8
）。
ま
た
、
周
辺
塗
膜
の
浮
き
に
対
し
て
も
同
時
に
塗
膜

下
に
麦
漆
を
含
浸
さ
せ
て
圧
着
固
定
し
、
塗
膜
の
安
定
処
置
を
行
っ
た
。
刻
苧
が
入
ら

な
い
狭
い
亀
裂
に
は
、
充
填
接
着
用
に
調
合
し
た
麦
漆
を
含
浸
さ
せ
て
接
着
安
定
処
置

を
行
っ
た
。

⑧
刻
苧
充
填

国
板
の
亀
裂
箇
所
に
刻
苧
を
充
填
し
た（
挿
図
9
）。
そ
の
際
に
、
目
違
い
が
生
じ
な

い
よ
う
に
ク
ラ
ン
プ
で
挟
み
込
み
、
固
定
し
た
上
で
充
填
作
業
を
行
っ
た
。

⑨
底
裏
お
よ
び
国
板
裏
の
処
置（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
構
造
安
定
処
置
・
塗
膜
接
着
・
刻
苧
充
填
・

下
地
付
け
・
仕
上
げ
作
業
）

書
国
を
寝
か
せ
て
損
傷
箇
所
を
確
認
し
た
上
で
、
底
裏
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
木
地
構

造
接
合
部
の
構
造
安
定
処
置
を
実
施
し
た
。
木
地
構
造
接
合
部
の
亀
裂
箇
所
よ
り
麦
漆

を
含
浸
さ
せ
、
ク
ラ
ン
プ
で
圧
着
固
定
し
た（
挿
図
10
）。
亀
裂
・
打
損
箇
所
周
辺
の
漆

塗
膜
を
圧
着
す
る
際
、
飛
び
出
た
漆
塗
膜
は
、
わ
ず
か
に
切
除
し
平
滑
に
し
た
上
で
接

（
8
）

（
9
）

着
し
た
。
亀
裂
箇
所
の
麦
漆
固
化
後
、
亀
裂
の
隙
間
に
刻
苧
を
充
填
し
、
漆
下
地
を
付

け
、
仕
上
げ
作
業
を
行
っ
た
。
同
様
に
、
国
板
裏
の
亀
裂
に
対
し
、
麦
漆
の
含
浸
・
刻

苧
の
充
填
、
漆
下
地
付
け
を
し
、
仕
上
げ
作
業
を
実
施
し
た
。

⑩
漆
下
地
付
け
・
仕
上
げ

底
裏
と
国
板
裏
の
処
置
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
、
書
国
を
元
の
よ
う
に
立
た
せ
た
上

で
全
体
の
仕
上
げ
作
業
を
実
施
し
た
。

打
損
箇
所
と
そ
の
周
辺
塗
膜
、
亀
裂
箇
所
に
麦
漆
を
含
浸
さ
せ
、
麦
漆
固
化
後
、
亀

裂
の
隙
間
に
刻
苧
の
充
填
と
漆
下
地
付
け
を
し
、
塗
膜
の
接
着
安
定
処
置
を
行
っ
た

（
挿
図
11
）。

⑪
外
箱
の
修
繕

外
箱
の
埃
を
払
い
、
柔
ら
か
い
木
綿
布
で
水
拭
き
を
実
施
し
た
。
剥
が
れ
て
い
た
内

貼
紙
は
糊
で
接
着
を
行
っ
た
。

⑫
修
理
後
写
真
撮
影
・
記
録

⑬
作
業
監
督
・
点
検
・
検
討
会

⑭
報
告
書
作
成

修
理
に
よ
る
所
見

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
・
透
過
Ｘ
線
調
査
で
は
、
木
地
構
造
内
部
の
損
傷
に
つ
い
て
は
表
面
に
現

れ
て
い
る
亀
裂
等
の
損
傷
と
一
致
し
、
特
に
内
部
構
造
で
甚
大
な
損
傷
が
生
じ
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
お
、
書
国
の
柱
が
心
材
を
通
し
た
二
重
構
造
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
、
製
作
技
法
と
し
て
興
味
深
い
構
造
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た（
詳
細
は
七
章

に
て
後
述
す
る
）。

過
去
に
修
理
は
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
国
板
に
お
い
て
、
梅
の
枝
に
赤
い

印
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
後
補
で
は
な
く
製
作
当
初
の
目
印
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ

（
10
）

挿図10　底裏の木地構造接合部 麦漆の含浸
挿図10　後、クランプで圧着固定

挿図11　刻苧箇所に漆下地付け作業



国
宝

国初
音
国
絵
書
国

国二
基
・
胡
蝶
国
絵
書
国

国一
基
の
修
理
に
つ
い
て

九
五

る
。剥

落
塗
膜
や
金
貝
を
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
で
調
査
し
た
。
金
貝
に
つ
い
て

は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
時
に
剥
落
し
た
も
の
を
、
調
査
後
に
元
の
位
置
に
膠
で
接
着
を
し

た
。

四　

初
音
書
棚
Ｂ
の
修
理

初
音
書
国
Ｂ
の
保
存
修
理
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
五
日
よ
り
令
和
二
年
十
月

二
十
二
日
ま
で
九
州
国
立
博
物
館
内
文
化
財
保
存
修
復
施
設
6（
漆
工
室
）に
お
い
て
行

わ
れ
た
。

修
理
工
程

修
理
工
程
は
、
先
に
施
工
し
た
初
音
書
国
Ａ
と
共
通
す
る
部
分
も
多
い
た
め
、
重
複

す
る
作
業
の
詳
細
は
割
愛
し
、
異
な
る
作
業
内
容
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
。

①
作
業
監
督
と
打
ち
合
わ
せ

②
事
前
調
査
・
作
業
準
備

③
修
理
前
写
真
撮
影
・
記
録

④
一
次
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

漆
塗
膜
の
塵
や
汚
れ
、
漆
塗
膜
に
付
着
し
た
カ
ビ
汚
れ
、
国
囲
い
の
埃
の
除
去
作
業

を
、
初
音
書
国
Ａ
と
同
様
に
行
っ
た
。
初
音
書
国
Ｂ
に
は
、
過
去
に
意
図
的
に
付
け
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
灰
色
の
汚
れ
が
全
面
に
確
認
さ
れ
、
と
く
に
国
絵
や
珊
瑚
の
際き

わ

に

多
く
付
着
し
て
い
た
。
固
く
付
着
し
て
い
る
た
め
、
作
品
に
傷
が
入
ら
な
い
よ
う
に
慎

重
に
除
去
を
行
っ
た
。
汚
れ
が
溜
ま
り
固
ま
っ
て
い
る
箇
所
に
は
、
水
分
を
与
え
た
の

ち
ヘ
ラ
で
崩
し
て
か
ら
綿
棒
な
ど
で
除
去
を
行
っ
た
。

⑤
金
貝
・
珊
瑚
の
膠
接
着

④
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
、
金

貝
の
浮
き
や
珊
瑚
の
取
れ
た
箇
所
に
対
し
、

そ
の
都
度
、
膠
で
接
着
安
定
処
置
を
行
っ
た
。

⑥
正
面
左
の
隅
金
具
の
取
り
外
し
・
歪
み
の

調
整

慎
重
に
隅
金
具
を
取
り
外
し（
挿
図
12
）、

隅
金
具
の
側
面
側
の
変
形
を
修
繕
し
た
。
隅

金
具
の
隙
間
に
引
っ
か
か
っ
て
い
た
剥
落
片

は
、調
査
後
に
元
の
位
置
に
接
着
を
行
っ
た
。

挿図12　取り外した隅金具

⑦
構
造
安
定
処
置

木
地
構
造
接
合
部
か
ら
の
亀
裂
箇
所
は
、
充
填
接
着
用
の
麦
漆
を
溶
剤
で
希
釈
し
て

含
浸
さ
せ
、
構
造
の
安
定
処
置
を
行
っ
た
。
国
の
割
れ
や
地
袋
内
の
隙
間
が
大
き
な
箇

所
に
は
、
麦
漆
に
木
粉
等
を
加
え
た
充
填
用
の
接
着
剤
を
使
用
し
て
構
造
安
定
処
置
を

行
っ
た
。

⑧
底
裏
と
国
板
裏
の
処
置（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
構
造
安
定
処
置
・
塗
膜
接
着
・
刻
苧
充
填
・
下

地
付
け
・
仕
上
げ
作
業
）

書
国
を
寝
か
せ
、
底
裏
の
修
理
処
置
を
実
施
し
た
。
底
裏
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
、
木

地
構
造
接
合
部
か
ら
の
亀
裂
箇
所
に
対
し
、
麦
漆
を
溶
剤
で
希
釈
し
て
含
浸
さ
せ
構
造

安
定
処
置
を
行
っ
た
。
亀
裂
箇
所
や
打
損
部
周
辺
の
剥
離
塗
膜
は
、
塗
膜
接
着
用
に
調

合
し
た
麦
漆
を
使
用
し
て
接
着
安
定
処
置
を
行
っ
た
。
欠
損
部
に
刻
苧
を
充
填
し
形
体

を
復
元
し
、
黒
色
の
漆
下
地
を
つ
け
て
表
面
を
平
滑
に
し
て
仕
上
げ
た
。

寝
か
せ
た
状
態
で
作
業
が
し
や
す
い
地
袋
内
・
框
部
・
国
板
裏
・
扉
な
ど
の
亀
裂
箇

所
も
、
構
造
安
定
処
置
や
塗
膜
接
着
作
業
な
ど
底
裏
同
様
の
修
理
処
置
を
実
施
し
た
。
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⑨
天
板
と
支
柱
の
接
着

書
国
を
寝
か
せ
た
際
、
天
板
と
支
柱
の
接
合
部
四
箇
所
の
う
ち
三
箇
所
で
外
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
元
の
状
態
に
立
た
せ
て
か
ら
、
外
れ
て
い
る
箇
所
を
麦
漆
で
再

接
着
を
行
っ
た
。

⑩
塗
膜
接
着

木
地
構
造
の
亀
裂
部
や
欠
損
部
周
辺
の
塗
膜
が
剥
離
し
て
い
る
た
め
、
塗
膜
接
着
用

に
調
合
し
た
麦
漆
で
接
着
を
行
っ
た
。
地
袋
内
の
左
右
亀
裂
箇
所
で
塗
膜
が
浮
い
た
箇

所
に
つ
い
て
は
、
木
地
収
縮
に
よ
っ
て
現
状
で
は
塗
膜
を
元
の
位
置
に
収
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
塗
膜
と
下
地
を
削
っ
て
収
め
た
。

⑪
刻
苧
充
填

欠
損
部
に
刻
苧
の
充
填
を
行
い
、
形
体
の
復
元
を
行
っ
た
。

⑫
漆
下
地
付
け

刻
苧
箇
所
に
漆
下
地
を
付
け
て
表
面
の
肌
を
整
え
た
。
欠
損
部
と
周
辺
漆
塗
膜
と
の

段
差
を
緩
和
し
触
手
に
よ
る
剥
落
を
防
止
す
る
た
め
、
塗
膜
際
に
極
少
量
の
漆
下
地
を

付
け
た
。

⑬
漆
固
め

地
袋
の
扉
・
敷
居
・
鴨
居
の
擦
れ
た
箇
所
に
対
し
、
漆
固
め
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

敷
居
は
木
地
ま
で
露
出
し
て
擦
れ
が
目
立
っ
て
い
た
た
め
、
木
地
部
分
は
再
度
黒
漆
で

漆
固
め
を
行
い
、
色
調
が
黒
く
な
る
よ
う
に
調
整
し
た
。

⑭
正
面
左
下
の
隅
金
具
の
取
り
付
け

釘
は
折
れ
ず
に
取
り
外
す
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
釘
穴
を
埋
め
た
の
ち
に
釘
を
再
利

用
し
て
隅
金
具
を
打
ち
止
め
た
。
木
地
収
縮
で
隅
金
具
先
に
で
き
た
隙
間
に
合
わ
せ
て

朴
の
薄
材
を
作
製
し
た（
挿
図
13
）。
薄
材
は
黒
漆（
生
漆
と
硝
煙
）を
塗
っ
て
色
合
わ
せ
を

し
、
隅
金
具
と
と
も
に
釘
だ
け
で
固
定
し
て
取
り
付
け
、
梱
包
時
や
触
手
に
よ
っ
て

挿図13　加工した木片

引
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
対
処
し
た
。

⑮
二
次
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

一
次
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
全
体
の
汚
れ
を
除

去
し
た
後
、
珊
瑚
や
高
国
絵
の
際
に
意
図
的

に
付
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
汚
れ
に
対
し
、

再
度
可
能
な
限
り
除
去
を
行
っ
た
。

⑯
劣
化
し
た
梨
子
地
漆
塗
膜
の
漆
固
め

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
、
天
板
・
国
板
・
扉
・

立
ち
面
の
梨
子
地
漆
塗
膜
で
、
劣
化
が
目
立

つ
箇
所
に
漆
固
め
を
実
施
し
た
。
天
板
は
特

に
劣
化
が
進
行
し
て
い
た
た
め
三
回
の
漆
固
め
を
実
施
し
、
国
板
は
二
回
、
扉
と
立
ち

面
は
一
回
の
漆
固
め
を
実
施
し
て
、
艶
の
回
復
と
全
体
の
質
感
を
統
一
さ
せ
る
よ
う
に

処
置
し
た
。

⑰
漆
下
地
付
け
・
仕
上
げ

⑱
扉
の
開
閉
調
整

地
袋
の
左
扉
の
開
閉
の
動
き
を
改
善
す
る
た
め
、
鴨
居
と
扉
上
部
の
擦
れ
て
い
る
箇

所
を
確
認
し
、
黒
名
倉
砥
石
に
よ
る
最
小
限
の
研
ぎ
落
と
し
を
実
施
し
た
。
チ
タ
ニ
ウ

ム
ホ
ワ
イ
ト
を
水
で
溶
い
た
も
の
を
塗
布
し
て
鴨
居
と
の
接
触
部
分
を
確
認
し
、
擦
れ

る
後
補
箇
所
を
砥
石
で
少
し
ず
つ
研
ぎ
落
と
し
た
。

⑲
外
箱
の
修
繕

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
は
埃
を
払
い
、
水
拭
き
を
実
施
し
た
。
カ
ビ
汚
れ
が
目
立
つ
箇
所

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
し
て
除
去
を
行
っ
た
。

箱
内
の
下
部
で
、
車
輪
付
き
の
受
け
台
が
当
た
っ
て
内
貼
紙
が
剥
が
れ
て
い
た
た

め
、
糊
で
接
着
を
行
っ
た
。
ま
た
、
受
け
台
の
車
輪
と
側
面
が
当
た
り
木
地
が
露
出
し
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て
い
る
箇
所
は
、
漆
固
め
を
実
施
し
て
木
の
粉
が
落
ち
な
い
よ
う
に
補
強
を
行
っ
た
。

扉
の
割
れ
部
分
に
は
檜
の
薄
材
を
入
れ
、
麦
漆
で
接
着
を
行
っ
た
。
檜
部
分
は
漆
固

め
を
行
い
、
外
箱
の
色
調
に
合
わ
せ
た
。

⑳
修
理
後
写
真
撮
影
・
記
録

㉑
作
業
監
督
・
点
検
・
検
討
会

㉒
報
告
書
作
成

修
理
に
よ
る
所
見

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
・
透
過
Ｘ
線
調
査
で
は
初
音
書
国
Ａ
と
同
様
、
木
地
構
造
内
部
の
損
傷
に

つ
い
て
は
表
面
に
現
れ
て
い
る
亀
裂
等
の
損
傷
と
一
致
し
、
特
に
内
部
構
造
で
甚
大
な

損
傷
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
柱
構
造
も
心
材
を
通
し
た
二
重
構

造
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た（
詳
細
は
七
章
で
後
述
す
る
）。

灰
色
の
汚
れ
が
全
面
に
見
ら
れ
、
国
絵
や
珊
瑚
の
際
に
多
く
付
着
し
て
い
た
が
、
こ

れ
は
古
色
を
意
図
的
に
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
粒
子
が
細
か
く
、
漆
下
地
で
使
用
さ

れ
る
よ
う
な
下
地
材
料
と
思
わ
れ
る
が
、
幸
い
に
漆
と
混
合
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

隅
に
溜
ま
っ
て
い
た
汚
れ
は
水
拭
き
で
あ
る
程
度
除
去
が
で
き
た
。
し
か
し
、
国
絵
部

分
の
上
に
薄
く
付
着
し
て
い
る
汚
れ
は
水
拭
き
で
の
除
去
は
困
難
で
あ
り
、
完
全
に
取

り
除
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

梨
子
地
漆
塗
膜
の
う
ち
天
板
の
劣
化
が
著
し
く
、
過
去
に
外
箱
か
ら
出
さ
れ
、
光
に

当
た
る
よ
う
な
環
境
下
で
長
期
間
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

扉
の
開
閉
に
支
障
が
あ
り
、
扉
の
擦
れ
て
い
た
箇
所
は
、
裏
面
の
後
補
修
理
箇
所
が

盛
り
上
が
っ
て
い
た
こ
と
が
一
因
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
後
補
箇
所
の
木
地
に
割
れ
が
生

じ
て
お
り
、
扉
を
取
り
外
す
際
に
負
荷
が
か
か
り
割
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

開
閉
の
動
き
と
共
に
取
り
外
す
際
に
も
鴨
居
と
の
接
点
で
負
荷
が
か
か
る
箇
所
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
扉
を
取
り
外
す
位
置
の
目
安
と
し
て
、
左
扉
は
支
柱
か
ら
十
五

糎
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
取
り
外
し
、
右
扉
は
支
柱
か
ら
四
糎
離
れ
た
と
こ
ろ
が
大
き
な

負
荷
が
か
か
ら
ず
出
し
入
れ
す
る
こ
と
が
可
能
な
た
め
、
今
後
は
こ
の
位
置
で
取
り
外

し
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

正
面
左
下
の
隅
金
具
の
隙
間
に
引
っ
か
か
っ
て
い
た
塗
膜
片
は
、
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク

ロ
ス
コ
ー
プ
で
調
査
を
行
っ
た
上
で
元
の
位
置
に
接
着
し
た
。
塗
膜
片
の
裏
面
か
ら
は

繊
維
や
黒
色
の
塊
、
布
貼
り
が
確
認
さ
れ
た（
図
21
〜
26
）。

過
去
の
修
理
で
、
底
裏
の
打
損
部
に
対
し
て
白
色
系
の
下
地
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
。
下
地
が
固
い
こ
と
か
ら
、
漆
以
外
の
合
成
樹
脂
か
と
思
わ
れ
る
。
除
去

作
業
を
行
う
に
は
刃
物
を
使
用
し
た
物
理
的
な
除
去
が
必
要
で
、
漆
塗
膜
を
傷
付
け
て

し
ま
う
可
能
性
が
高
い
。
検
討
会
で
は
、
取
り
除
か
な
く
て
も
底
裏
で
見
え
る
箇
所
で

は
な
く
、
変
質
し
て
作
品
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
材
料
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
無
理
に
除
去
は
行
わ
ず
現
状
の
ま
ま
と
し
た
。

五　

胡
蝶
書
棚
の
修
理

胡
蝶
書
国
の
保
存
修
理
は
、
令
和
二
年
十
月
二
十
三
日
よ
り
、
同
四
年
三
月
十
五
日

ま
で
九
州
国
立
博
物
館
内
文
化
財
保
存
修
復
施
設
6（
漆
工
室
）に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

修
理
工
程

前
章
同
様
、
修
理
工
程
は
、
先
に
施
工
し
た
初
音
書
国
Ａ
・
Ｂ
と
共
通
す
る
た
め
、

重
複
す
る
作
業
の
詳
細
は
割
愛
し
、
異
な
る
作
業
内
容
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
。

①
作
業
監
督
と
打
ち
合
わ
せ

②
事
前
調
査
・
作
業
準
備



国
宝

国初
音
国
絵
書
国

国二
基
・
胡
蝶
国
絵
書
国

国一
基
の
修
理
に
つ
い
て

九
八

⑩
刻
苧
充
填

国
囲
い
の
接
合
部
隙
間
、
地
袋
内
の
正
面
左
側
の
亀
裂
箇
所
な
ど
に
刻
苧
を
充
填
し

た
。

⑪
漆
下
地
付
け

⑫
漆
固
め
・
仕
上
げ

⑬
二
次
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

⑭
外
箱
の
修
繕

外
箱
の
背
面
と
扉
裏
で
、
木
地
が
収
縮
し
隙
間
が
生
じ
て
い
る
部
分
に
紙
が
貼
ら
れ

て
い
た
。
箱
背
面
の
紙
は
破
れ
て
い
る
た
め
木
地
の
隙
間
を
埋
め
る
こ
と
と
し
た
が
、

扉
は
紙
が
健
常
で
あ
り
構
造
も
安
定
し
て
い
る
た
め
現
状
の
ま
ま
と
し
た
。

隅
金
具
と
鉄
釘
は
後
補
の
も
の
で
、
四
箇
所
で
釘
が
外
箱
の
内
側
に
貫
通
し
て
い

た
。
三
箇
所
は
釘
先
を
切
り
落
と
し
、
一
箇
所
は
釘
先
を
横
か
ら
叩
い
て
折
り
曲
げ
、

引
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
処
置
し
た
。

⑮
作
業
監
督
・
点
検
・
検
討
会

⑯
修
理
後
写
真
撮
影
・
記
録

⑰
報
告
書
作
成

修
理
に
よ
る
所
見

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
・
透
過
Ｘ
線
調
査
で
は
、
木
地
構
造
内
部
の
損
傷
に
つ
い
て
は
表
面
に
現

れ
て
い
る
亀
裂
等
の
損
傷
と
一
致
し
、
特
に
内
部
構
造
で
甚
大
な
損
傷
が
生
じ
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
三
基
の
書
国
の
う
ち
、
胡
蝶
書
国
が
最
も
損
傷
が
激
し
か
っ

た
。
経
年
の
乾
燥
な
ど
に
よ
る
木
地
収
縮
に
よ
っ
て
亀
裂
や
塗
膜
剥
離
が
多
数
生
じ
て

お
り
、
特
に
国
板
や
地
袋
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
。
過
去
に
も
亀
裂
や
塗
膜
剥
離
に

対
し
修
理
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
上
段
の
国
板
や
地
袋
内
に
お
け
る
修
理
箇
所

③
修
理
前
写
真
撮
影
・
記
録

④
一
次
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

書
国
を
寝
か
せ
て
行
っ
た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
、
底
裏
に
生
じ
た
カ
ビ
が
見
つ
か
っ
た

た
め
、
除
去
と
共
に
九
州
国
立
博
物
館
に
調
査
を
依
頼
し
た
。

⑤
金
貝
の
膠
接
着

⑥
漆
固
め

⑦
構
造
安
定
処
置

胡
蝶
書
国
は
構
造
の
弛
み
や
損
傷
が
多
い
た
め
、
天
板
や
国
の
重
量
が
地
袋
内
で
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
を
加
工
し
て
設
置
し
た
。

正
面
左
下
の
二
つ
の
隅
金
具
は
、
隙
間
や
変
形
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
釘
を
抜
い
て

隅
金
具
を
取
り
外
し
、
そ
の
う
ち
曲
が
っ
た
状
態
で
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
た
釘（
後
補

の
釘
で
隅
金
具
の
穴
よ
り
も
太
い
）の
形
を
修
正
し
た
。
構
造
安
定
処
置
後
に
緩
く
な
っ
た

釘
穴
を
埋
木
し
、
木
地
収
縮
で
隅
金
具
先
に
で
き
た
隙
間
に
合
わ
せ
て
朴
の
薄
材
を
作

製
し
た
。
薄
材
は
黒
漆（
生
漆
と
硝
煙
）を
塗
っ
て
色
合
わ
せ
を
し
、
隅
金
具
と
と
も
に

釘
だ
け
で
固
定
し
て
取
り
付
け
た（
二
つ
の
隅
金
具
の
う
ち
、
底
面
に
接
し
た
隅
金
具
は
、
⑧

書
国
を
寝
か
せ
て
の
作
業
時
に
行
っ
た
）。

⑧
底
裏
と
国
板
裏
の
処
置（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
構
造
安
定
処
置
・
塗
膜
接
着
・
刻
苧
充
填
・
下

地
付
け
・
仕
上
げ
作
業
）

⑨
塗
膜
接
着

木
地
構
造
の
亀
裂
部
や
欠
損
部
周
辺
の
塗
膜
が
剥
離
し
て
い
る
た
め
、
塗
膜
接
着
用

に
調
合
し
た
麦
漆
を
溶
剤
で
希
釈
し
て
接
着
を
行
っ
た
。
端
嵌
か
ら
の
亀
裂
と
塗
膜
剥

離
箇
所
は
、塗
膜
を
調
整
し
た
後
、麦
漆
で
含
浸
さ
せ
、ク
ラ
ン
プ
で
圧
着
固
定
し
た
。

な
お
、
ク
ラ
ン
プ
を
用
い
る
際
、
裏
の
塗
膜
に
触
れ
な
い
よ
う
治
具
を
製
作
し
て
圧
着

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
塗
膜
接
着
に
は
竹
ひ
ご
を
用
い
て
圧
着
固
定
し
た
。
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は
、
漆
の
色
味
の
違
い
が
目
立
っ
て
い
た
が
、
過
去
の
修
理
箇
所
を
除
去
す
る
こ
と
も

困
難
な
た
め
、
除
去
は
行
わ
ず
、
現
状
の
ま
ま
と
し
た
。

初
音
書
国
Ａ
・
Ｂ
に
比
べ
、
木
地
や
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
の
下
地
・
漆
塗
り
に
差
が

見
ら
れ
た
。
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
調
査
で
は
、
柱
構
造
に
心
材
を
通
し
た
二
重
構
造
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
が
、
胡
蝶
書
国
は
支
柱
の
構
造
に
隙
間
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
初
音
書
国
Ａ
・
Ｂ
よ
り
も
加
工
精
度
に
粗
さ
が
見
ら
れ
た（
詳
細
は
七
章
で
後
述
す

る
）。

六　

書
棚
三
基
の
調
整

初
音
書
国
Ａ
・
Ｂ
、
胡
蝶
書
国
は
、
九
州
国
立
博
物
館
内
文
化
財
保
存
修
復
施
設
4

へ
と
場
所
を
移
し
、
令
和
四
年
四
月
十
五
日
か
ら
同
五
年
三
月
八
日
ま
で
最
終
的
な
仕

上
が
り
の
調
整
が
行
わ
れ
た
。

修
理
工
程

①
作
業
監
督
と
打
ち
合
わ
せ

②
事
前
調
査
・
作
業
準
備

書
国
三
基
を
収
蔵
庫
と
文
化
財
保
存
修
復
施
設
6
か
ら
、
文
化
財
保
存
修
復
施
設
4

へ
移
動
し
た
。
事
前
に
修
復
施
設
4
に
外
光
が
入
ら
な
い
よ
う
遮
光
カ
ー
テ
ン
の
設
置

工
事
を
施
工
し
た
。

③
写
真
撮
影
・
記
録

④
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

書
国
三
基
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
、
主
に
古
色
が
施
さ
れ
て
い
た
初
音
書
国
Ｂ

を
処
置
し
た
。
水
と
綿
棒
で
除
去
作
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
汚
れ
が
容
易
に
取
れ
な
い

箇
所
は
、
当
た
り
が
軟
ら
か
い
木
材（
ク
ロ
モ
ジ
）や
象
牙
の
ヘ
ラ
で
擦
っ
て
除
去
作
業

を
行
っ
た
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
を
実
施
中
、
初
音
書
国
Ｂ
の
天
板
で
、
珊
瑚
一
箇
所
、
銀
の
梅

花
一
箇
所
が
脱
落
し
た
。
ど
ち
ら
と
も
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
で
調
査
を
行
っ

た
後
、
元
の
位
置
で
膠
接
着
を
行
っ
た
。

⑤
漆
固
め

初
音
書
国
Ｂ
と
胡
蝶
書
国
の
天
板
に
お
い
て
、
梨
子
地
漆
塗
膜
に
漆
固
め
を
再
度
実

施
し
た
。
最
終
的
に
天
板
の
漆
固
め
は
、
初
音
書
国
Ｂ
は
四
回
、
胡
蝶
書
国
は
三
回
実

施
を
し
て
艶
の
回
復
を
行
っ
た
。

⑥
作
業
監
督
の
確
認
・
全
体
と
の
調
整

修
理
監
督（
最
終
確
認
）を
実
施
し
、
仕
上
げ
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
漆
固
め
後
の
状
況

を
確
認
し
た
上
で
、
完
了
と
し
た
。

⑦
修
理
後
写
真
撮
影
・
記
録

⑧
梱
包
、
輸
送
返
却
、
点
検

梱
包
作
業
し
て
作
品
輸
送
を
行
っ
た
。
令
和
五
年
三
月
十
日
に
徳
川
美
術
館
に
到
着

後
に
、
徳
川
美
術
館
の
学
芸
員
と
愛
知
県
県
民
文
化
局
文
化
部
文
化
芸
術
課
文
化
財
室

の
担
当
官
が
立
会
い
点
検
を
行
っ
た
。
書
国
の
扉
の
開
閉
、
取
り
外
し
位
置
を
確
認
し

た
後
、
引
き
渡
し
を
行
っ
た
。

⑨
報
告
書
作
成

修
理
に
よ
る
所
見

修
理
を
終
え
た
書
国
三
基
は
、
と
も
に
汚
れ
を
除
去
し
た
こ
と
で
、
全
体
的
に
明
る

く
な
り
、
国
絵
表
現
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
劣
化
し
た
漆
塗
膜
に
対
し
漆
固
め
を
実
施
し

た
た
め
、
漆
工
品
特
有
の
艶
が
回
復
さ
れ
た（
図
6
）。
構
造
的
に
不
安
定
だ
っ
た
亀
裂
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箇
所
は
、
刻
苧
な
ど
で
埋
め
、
ま
た
天
板
と
支
柱
の
接
合
部
を
麦
漆
で
接
着
さ
せ
る
こ

と
で
安
定
さ
せ（
図
20
）、
ま
た
塗
膜
が
浮
い
て
い
た
箇
所
を
平
滑
に
戻
し
た
こ
と
に
よ

り
、
展
示
や
梱
包
の
際
、
梱
包
材
や
触
手
等
で
も
引
っ
か
か
り
が
な
い
よ
う
に
改
善
さ

れ
た（
図
2
・
4
・
8
・
10
・
12
・
14
・
16
・
18
）。

重
量
が
か
か
る
底
裏
の
構
造
も
安
定
し
、
擦
り
傷
や
欠
損
部
を
補
強
・
復
元
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
展
示
の
際
に
も
目
立
た
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。

七　

修
理
に
よ
る
新
知
見

六
か
年
度
に
わ
た
る
書
国
三
基
の
修
理
で
は
、
そ
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
が
得

ら
れ
た
。
大
西
漆
芸
修
復
ス
タ
ジ
オ
に
よ
る
修
理
報
告
書
お
よ
び
文
化
財
保
存
修
復
学

会
に
お
け
る
大
西
智
洋
氏
に
よ
る
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、
次
に
述
べ
て
い
き
た
い
。

書
棚
三
基
の
仕
様
の
違
い

書
国
三
基
は
、
い
ず
れ
も
上
部
に
天
板
、
国
板
三
段
が
つ
き
、
下
部
に
引
き
戸
扉
が

付
い
た
地
袋
が
設
け
ら
れ
、
底
部
に
は
畳
擦
が
付
く
形
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
細
部
に

お
い
て
は
、
地
袋
の
扉
板
の
構
造
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
扉
の
鴨
居
と

敷
居
に
か
か
る
彫
り
込
み
が
、
初
音
書
国
Ａ
は
扉
の
裏
面
側
で
あ
る（
挿
図
14
）の
に
対

し
、
初
音
書
国
Ｂ
・
胡
蝶
書
国
は
表
面
側
で
あ
っ
た（
挿
図
15
・
16
）。

現
状
で
の
部
材
の
寸
法
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
が
、
天
板
の
厚
み
、
支
柱
の
太
さ
、
国

囲
い
の
厚
み
に
は
数
粍
程
度
、
寸
法
に
差
が
あ
っ
た（
表
1
）。
経
年
の
乾
燥
な
ど
に
よ

る
木
地
収
縮
は
、
初
音
書
国
Ａ
の
畳
擦
正
面
で
一
粍
弱
で
あ
る
の
に
対
し
、
初
音
書
国

Ｂ
は
地
袋
底
板
で
一
・
五
粍
、
胡
蝶
書
国
は
右
二
段
・
左
三
段
の
国
板
、
地
袋
底
板
で

二
粍
で
あ
り
、
胡
蝶
書
国
が
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
っ
た
。

（
11
）

ま
た
、
普
段
、
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
底
裏
と
畳
擦
の
仕
上
げ
に
は
、
顕
著
な
差
が

確
認
で
き
た
。
初
音
書
国
Ａ
は
、
底
裏
と
畳
擦
と
も
に
、
漆
塗
り
に
金
粉
の
地
国
き
が

施
さ
れ
て
加
飾
が
行
わ
れ
て
い
た（
図
27
）が
、
畳
擦
の
裏
側
は
、
国
絵
や
漆
塗
り
が
施

さ
れ
て
い
な
い
木
地
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

初
音
書
国
Ｂ
の
底
裏
と
畳
擦
は
、
黒
漆
塗

り
に
よ
る
仕
上
げ
で
あ
る（
図
28
）。
胡
蝶

書
国
は
畳
擦
が
黒
漆
塗
り
だ
が
、
底
裏
は

板
目
材
に
節
の
入
っ
た
木
目
が
見
え
る
こ

と
か
ら
、
下
地
付
け
が
省
略
さ
れ
、
木
地

に
黒
漆
が
塗
ら
れ
た
だ
け
と
考
え
ら
れ
る

（
図
29
）。

ま
た
胡
蝶
書
国
だ
け
に
、
底
裏
に
黄
色

い
カ
ビ
が
生
じ
て
い
た
。
九
州
国
立
博
物

挿図14　初音書棚Ａ 扉板の構造
挿図14　上下の彫込みが他の書棚と逆である。

挿図15　初音書棚B 扉板の構造

挿図16　胡蝶書棚 扉板の構造

挿図17　胡蝶書棚　底裏のカビ（顕微鏡写真）
挿図18　画像提供：九州国立博物館
挿図18　木川りか氏
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館
の
木
川
り
か
氏
の
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
カ
ビ
は
三
角
形
の
形
状
で
あ
っ
た（
挿
図

17
）。
文
化
財
に
発
生
す
る
カ
ビ
の
中
で
は
珍
し
く
、
報
告
例
が
少
な
いBalaniopsis 

triangularis
の
可
能
性
が
高
い
。
胡
蝶
書
国
の
み
、
特
異
な
カ
ビ
が
発
生
し
た
原
因

は
、
そ
の
底
裏
に
黒
漆
が
塗
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
木
目
が
見
え
る
ほ
ど
漆
塗
膜
が

薄
い
こ
と
に
よ
り
、
木
材
の
吸
湿
が
よ
り
大
き
く
生
じ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
仕
様
の
違
い
に
よ
る
た
め
か
、
初
音
書
国
Ａ
・
初
音
書
国
Ｂ
・
胡
蝶
書
国

の
順
で
損
傷
の
数
や
程
度
が
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
と
く
に
初
音
書
国
Ｂ
と
胡
蝶

書
国
は
木
地
の
収
縮
が
一
・
五~
二
粍
と
大
き
か
っ
た
た
め
、
国
板
の
割
れ
や
亀
裂
や

塗
膜
剥
離
が
著
し
く
、
後
補
修
理
の
痕
跡
も
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
正
面
左
下
に
付
く
隅

金
具
先
の
浮
き
が
著
し
か
っ
た（
図
9
・
17
）。

な
お
、
隅
金
具
は
、
そ
の
取
り
付
け
位
置
や
数
は
三
基
と
も
共
通
し
て
い
る
が
、
初

音
書
国
Ａ
に
比
べ
、
初
音
書
国
Ｂ
と
胡
蝶
書
国
の
隅
金
具
は
二
割
程
度
、
長
さ
が
短
い

（
挿
図
18
〜
20
）。

修
理
前
に
行
っ
た
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
・
透
過
Ｘ
線
調
査
で
、
違
い
国
板
の
支
柱
の
木
地
構
造

挿図18　初音書棚Ａ 隅金具

挿図19　初音書棚B 隅金具

挿図20　胡蝶書棚 隅金具

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
支
柱
の
な
か
に
心
棒
を
通
し
た
二
重
構
造
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た（
参
考
図
・
挿
図
21
〜
29
）。
心
棒
は
違
い
国
上
段
か
ら
地
袋
の
天
板
ま

で
通
る
の
に
対
し
、
国
絵
が
施
さ
れ
た
外
側
の
柱
は
国
板
間
の
長
さ
で
調
整
さ
れ
て
い

た
。
か
つ
樹
種
の
違
う
木
材
を
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、
木
目
か
ら
心
棒
は
密
度
の
高
い

広
葉
樹
、
外
側
の
柱
は
針
葉
樹
と
み
な
さ
れ
る
。
柱
は
、
心
棒
が
通
る
穴
を
コ
の
字
型

に
彫
り
込
み
、
残
る
一
辺
に
別
材
を
貼
り
付
け
た
構
造
で
あ
っ
た（
挿
図
30
・
31
）。
こ

う
し
た
木
地
構
造
は
三
基
で
共
通
し
て
い
る
が
、
加
工
精
度
に
差
が
あ
り
、
初
音
書
国

Ａ
は
柱
と
心
棒
の
間
に
隙
間
は
ほ
と
ん
ど
な
い（
挿
図
27
）の
に
対
し
、
初
音
書
国
Ｂ（
挿

図
28
）と
胡
蝶
書
国（
挿
図
29
）は
隙
間
が
多
く
、
そ
の
間
を
麦
漆
と
み
ら
れ
る
接
着
剤
で

充
填
し
て
い
た
。
ま
た
使
用
さ
れ
る
木
材
も
、
前
者
は
目
が
詰
ん
で
い
る
の
に
対
し
、

後
者
の
二
基
は
年
輪
幅
が
広
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
書
国
三
基
は
統
一
し
た
構
造
・
技
法
で
製
作
さ
れ
て
い
る
が
、
細

部
で
加
工
精
度
の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
初
音
書
国
Ａ
は
木

地
の
加
工
精
度
が
高
く
、
目
の
詰
ん
だ
木
材
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
で
木
地
収
縮
が
少

な
く
済
み
、
損
傷
が
軽
微
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
過
去
に
修
理
さ
れ
た
痕
跡
も
な

か
っ
た
。
一
方
、
初
音
書
国
Ｂ
と
胡
蝶
書
国
は
、
木
地
の
加
工
精
度
が
や
や
粗
く
、
年

輪
幅
の
広
い
木
材
や
板
目
材
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
木
地
収
縮
が
大
き
く
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
木
地
構
造
の
損
傷
が
多
く
確
認
さ
れ
た
。
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挿図21　初音書棚Ａ①挿図22　初音書棚B①挿図23　胡蝶書棚①

挿図26　胡蝶書棚② 挿図25　初音書棚B② 挿図24　初音書棚Ａ②

計測箇所　参考図

①違い棚板の支柱
②支柱と地袋天板
③支柱断面（天板より6㎝上）

X線CTによる木地構造確認

①

←③

②
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挿図27　初音書棚Ａ③挿図28　初音書棚B③挿図29　胡蝶書棚③

挿図30　支柱模型①挿図31　支柱模型②

初
音
書
棚
Ｂ
の
特
記
事
項

書
国
三
基
の
う
ち
、
初
音
書
国
Ｂ
の
み
、
珊
瑚
の
加
飾
が
あ
る
。
珊
瑚
の
剥
落
し
た

箇
所
か
ら
、
珊
瑚
は
赤
色
の
接
着
剤
で
貼
り
付
け
て
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の

接
着
剤
は
、
水
を
含
ま
せ
た
綿
棒
で
テ
ス
ト
し
た
と
こ
ろ
、
溶
解
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
水
溶
性
で
は
な
く
、
麦
漆
に
顔
料
を
混
合
し
た
も
の
で
接
着
を
行
っ
た
か

と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
初
音
書
国
Ｂ
の
み
、
近
代
以
降
の
古
色
付
け
と
さ
れ
る
灰
色
の
汚
れ
が
付
着

し
て
い
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。
明
治
六
年（
一
八
七
三
）に
建
中
寺
か
ら
尾
張
徳
川
家

に
千
代
姫
の
遺
品
が
一
括
し
て
返
還
さ
れ
た
後
、
初
音
国
絵
調
度
は
度
々
、
展
覧
に
供

さ
れ
た
。
早
く
も
同
十
一
年
に
名
古
屋
門
前
町
の
総
見
寺
境
内
で
開
催
さ
れ
た
「
愛
知

県
博
覧
会
」
に
厨
子
国
・
黒
国
・
書
国
の
初
音
国
絵
三
国
が
出
品
、
同
二
十
三
年
に
東

京
上
野
公
園
内
桜
ヶ
岡
美
術
協
会
列
品
館
で
開
催
さ
れ
た
第
十
回
美
術
展
覧
会
に
「
国

絵
初
音
之
国
三
箇
」が
出
品
さ
れ
た
。
大
正
四
年（
一
九
一
五
）に
は
名
古
屋
大
曽
根
邸
で

園
遊
会
が
開
か
れ
た
際
に
展
覧
会
が
催
さ
れ
、
初
音
調
度
五
十
二
点
の
ほ
か
、
さ
ら
に

中
奥
の
間
に
は
「
書
国　

源
氏
初
音
の
巻
」
が
展
示
さ
れ
た
。
以
上
が
近
代
以
降
で
確

認
で
き
た
出
品
履
歴
だ
が
、
初
音
の
調
度
の
な
か
で
も
、
大
き
く
見
栄
え
の
す
る
厨
子

国
・
黒
国
・
書
国
の
三
国
は
、
出
品
の
機
会
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
三
国

で
出
品
さ
れ
る
際
に
は
書
国
三
基
の
う
ち
、
厨
子
国
・
黒
国
と
も
に
珊
瑚
の
加
飾
が
あ

る
こ
と
に
合
わ
せ
、
珊
瑚
の
加
飾
の
あ
る
初
音
書
国
Ｂ
が
出
品
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。
こ
う
し
た
出
品
の
過
程
で
、
初
音
書
国
Ｂ
に
古
色
が
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
厨
子
国
・
黒
国
に
は
古
色
付
け
は
確
認
で
き
ず
、
書
国
三
基
に
比
べ
保
存
状
態

も
よ
い
た
め
、
出
品
に
臨
ん
で
の
古
色
付
け
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

（
12
）

（
13
）

（
14
）



国
宝

国初
音
国
絵
書
国

国二
基
・
胡
蝶
国
絵
書
国

国一
基
の
修
理
に
つ
い
て

一
〇
四

年
に
は
、
初
音
の
調
度
の
全
点
を
特
別
公
開
す
る
展
覧
会
を
企
画
し
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
ほ
か
の
特
別
展
・
企
画
展
で
の
展
示
や
他
館
の
展
覧
会
へ
の
貸
出
等
に
活
用
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

最
後
に
、
長
期
間
に
及
ぶ
修
理
施
工
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
大
西
漆
芸
修
復
ス
タ
ジ

オ
の
大
西
智
洋
氏
・
後
藤
里
架
氏
を
は
じ
め
、
目
白
漆
芸
文
化
財
研
究
所
の
室
瀬
和
美

氏
・
室
瀬
智
弥
氏
・
鷺
野
谷
一
平
氏
、
漆
芸
家
の
松
本
達
弥
氏
、
修
理
方
針
を
決
定
す

る
上
で
ご
助
言
・
ご
指
導
い
た
だ
い
た
北
村
工
房
・
北
村
繁
氏
、
作
品
保
管
や
修
復
施

設
の
環
境
整
備
、
科
学
的
調
査
に
ご
配
慮
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
九
州
国
立
博
物
館
の

川
畑
憲
子
氏
・
志
賀
智
史
氏
・
木
川
り
か
氏
・
渡
辺
祐
基
氏
ほ
か
の
方
々
、
国
庫
補
助

事
業
を
円
滑
に
進
め
る
に
あ
た
り
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
文
化
庁
の
伊
東
哲
夫
氏
・
多

比
羅
菜
美
子
氏
や
愛
知
県
・
名
古
屋
市
の
関
係
各
所
の
方
々
、
さ
ら
に
は
助
成
を
い
た

だ
い
た
住
友
財
団
に
対
し
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

註（
1
）　

吉
川
美
穂
「〔
修
理
報
告
〕
国
宝 

初
音
国
絵
見
台 

二
基
・
旅
香
具
箱 

一
式
の
修
理
に
つ

い
て
」（『
金
鯱
叢
書
』
四
八
、
徳
川
黎
明
会
、
二
〇
二
一
年
）。

（
2
）　

初
音
国
絵
調
度
が
幸
阿
弥
家
十
代
長
重
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
は
、『
幸
阿
弥
家
傳

書
』（「
幸
阿
弥
家
傳
書 

幸
阿
弥
家
傳
巻
」『
美
術
研
究
』
九
八
、
美
術
研
究
所
、
一
九
四
〇

年
）、『
幸
阿
弥
家
記
』（
鈴
木
規
夫
「
幸
阿
弥
家
記 

幸
阿
弥
家
国
絵
品
目
」『
漆
工
史
』
五
、

漆
工
史
学
会
、
一
九
八
二
年
）の
幸
阿
弥
家
側
の
記
録
で
確
認
さ
れ
る
。

（
3
）　
「
東
照
宮
御
譲
之
御
武
器
幷
御
由
緒
有
之
御
武
器
其
他
御
道
具
類
」（
什
器
古
帳
第
五
十
七

号
、
徳
川
美
術
館
蔵
）に
よ
れ
ば
、
延
宝
七
年（
一
六
七
九
）十
一
月
二
十
五
日
に
初
音
の
輿
・

挟
箱
・
文
箱
・
硯
箱
な
ど
が
尾
張
徳
川
家
の
分
家
・
高
須
松
平
家
に
分
譲
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
記
さ
れ
る
。

（
4
）　

元
禄
十
一
年（
一
六
九
八
）十
二
月
二
十
九
日
に
五
代
将
軍
綱
吉
に
「
古
今
集
」「
千
載
集
」、

御
台
所
の
信
子
に
「
墨
絵
源
氏
」
や
琴
な
ど
が（「
泰
心
院
様
公
辺
御
日
記
」・「
事
蹟
録
」
と

胡
蝶
書
棚
の
特
記
事
項

胡
蝶
書
国
で
は
、
銀
で
表
現
さ
れ
た
桜
花
の
加
飾
が
各
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が

特
筆
さ
れ
る
。
こ
の
加
飾
は
、
初
音
国
絵
調
度
に
用
い
ら
れ
る
銀
の
梅
花
と
同
様
、
銀

無
垢
に
よ
る
彫
金
貼
付
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
の
修
理
で
、
天
板
の
中

央
手
前
で
桜
花
の
銀
板
が
欠
損
し
、
接
着
剤
が
露
わ
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
確
認
さ
れ

た（
図
30
）。
接
着
剤
は
花
の
形
を
残
し
て
お
り
、少
し
厚
み
が
あ
っ
て
硬
い
。
し
た
が
っ

て
、
桜
花
形
に
型
押
し
し
た
銀
板
を
何
ら
か
の
接
着
剤
で
、
充
填
接
着
の
よ
う
に
し
て

貼
り
付
け
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
銀
無
垢
に
す
る
よ
り
も
銀
の
使
用
量
を

少
な
く
す
る
た
め
の
加
工
と
考
え
ら
れ
る
が
、
漆
工
技
法
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
加

飾
技
法
で
あ
り
、
金
工
技
法
に
お
い
て
同
様
の
技
法
が
な
い
か
、
検
討
の
余
地
が
あ

る
。
こ
の
銀
の
加
飾
で
は
、
桜
花
の
連
な
り
の
な
か
に
同
じ
型
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る

表
現
が
数
種
類
あ
る
こ
と
が
大
西
漆
芸
ス
タ
ジ
オ
よ
り
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
銀
の
色
味
の
違
い
か
ら
、
過
去
の
修
理
で
復
元
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
箇
所
が

あ
る（
図
31
・
32
）。
こ
の
復
元
も
表
現
の
違
い
か
ら
二
種
類
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

復
元
時
期
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お　

わ　

り　

に

修
理
を
終
え
た
書
国
三
基
は
令
和
五
年（
二
〇
二
三
）三
月
十
日
に
返
納
さ
れ
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
外
箱
に
収
め
、
徳
川
美
術
館
の
収
蔵
庫
に
格
納
さ
れ
た
。
同
年
三
月
二
十
八

日
か
ら
五
月
二
十
三
日
ま
で
、
修
理
の
完
了
を
記
念
し
て
同
館
名
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第

五
展
示
室
で
書
国
三
基
を
、
修
理
工
程
を
示
し
た
写
真
パ
ネ
ル
と
と
も
に
特
別
公
開
し

た
。
今
後
も
名
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
で
、
順
次
、
大
名
家
の
奥
道
具
を
代
表
す
る

作
品
と
し
て
展
示
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
す
で
に
開
館
九
十
周
年
に
あ
た
る
令
和
七



国
宝

国初
音
国
絵
書
国

国二
基
・
胡
蝶
国
絵
書
国

国一
基
の
修
理
に
つ
い
て

一
〇
五

も
に
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）、
ま
た
翌
十
二
年
正
月
二
十
七
日
に
夫
・
光
友
に
掛
物
や
書

国
、
屛
風
な
ど
の
遺
品
が
贈
ら
れ
た（「
事
蹟
録
」）。

（
5
）　

千
代
姫
は
、
長
ら
く
江
戸
の
上
屋
敷
で
あ
る
市
谷
邸
を
住
ま
い
と
し
て
い
た
が
、
逝
去
し

た
当
時
は
戸
山
邸
に
在
住
し
て
い
た
。
江
戸
で
の
初
音
の
調
度
の
保
管
場
所
は
判
明
し
な
い

も
の
の
、「
事
蹟
録
」
元
禄
十
二
年
五
月
十
七
日
条
に
左
記
の
記
事
が
あ
る
。

　

尾
州

一　

霊
仙
院
様
御
道
具
十
釣
到
着
、
右
御
道
具
建
中
寺
ニ

御
宝
蔵
出
来
納
置
候
様
ニ
ト
被　

仰
付（
御
右
筆
部
屋
留
）

（
6
）　
『
新
版　

徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
⑤　

初
音
の
調
度
』（
徳
川
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年
）一
三
九

〜
一
四
四
頁
に
「
初
音
の
調
度
関
係
資
料
」
と
し
て
翻
刻
が
あ
る
。
た
だ
し
、「
初
音
国
絵

書
国
」
二
基
と
「
胡
蝶
国
絵
書
国
」
一
基
の
三
基
を
一
件
と
す
る
な
ど
、
現
状
と
は
数
え
方

に
異
同
が
あ
る
。

（
7
）　

九
州
国
立
博
物
館
の
文
化
財
用
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ（Y

.CT
 M

odular

、
エ
ク
ス
ロ
ン
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
）を
使
用
し
た
。

（
8
）　

精
製
水
で
水
練
り
し
た
小
麦
粉
に
、
生
正
味
漆
を
練
り
合
わ
せ
て
つ
く
る
接
着
剤
。

（
9
）　

麦
漆
に
麻
の
繊
維
お
よ
び
木
粉
を
混
ぜ
て
合
わ
せ
る
。

（
10
）　

精
製
水
を
含
ま
せ
た
地
の
粉
に
生
正
味
漆
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

（
11
）　

大
西
智
洋 

口
頭
発
表
「
国
宝
「
初
音
の
調
度
」
の
う
ち
、
初
音
国
絵
書
国
と
胡
蝶
国
絵

書
国
に
み
る
木
地
構
造
・
加
工
精
度
と
損
傷
の
関
係
」（
文
化
財
保
存
修
復
学
会 

第
四
十
五

回
大
会　

於
大
阪
、
国
立
民
族
学
博
物
館
、
二
〇
二
三
年
）。 

（
12
）　
「
御
道
具
出
入
帳　

御
書
物
共
」（
什
器
古
帳
第
三
十
六
号
）、
徳
川
美
術
館
蔵
。

（
13
）　

香
山
里
絵
「
尾
張
徳
川
家
に
お
け
る
世
襲
財
産
附
属
物
」（『
金
鯱
叢
書
』
四
五
、
徳
川
黎

明
会
、
二
〇
一
八
年
）。

（
14
）　

香
山
里
絵
「
明
倫
博
物
館
か
ら
徳
川
美
術
館
へ
─
美
術
館
設
立
発
表
と
設
立
準
備
」（『
金

鯱
叢
書
』
四
二
、
徳
川
黎
明
会
、
二
〇
一
五
年
）。

（
徳
川
美
術
館 

學
藝
部
部
長
代
理
）
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